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背 景

方 法

地域資源を活用した商品開発「うまいもん大学」による地域活性化プロジェクト

鎌倉は、地域住民と観光客が共存するという特性を持つ地域であり、異なるニーズが入り混じる都市で
ありながら、財政を観光産業に依存しているため、地域住民のニーズは汲み取られないことも多い。

鎌倉市の魅力ある町づくりのためには、地域資源を有効に活用しながら、住民福祉を向上させていくよう
な、内発的発展（地産地消）への転換が必要であると考えた。

成 果 と 今 後 の 課 題
６大学が参加する「うまいもん大学２０１８」にて、売上１位を
獲得した。このほか instagramを利用した人気投票と、 「食べて
みたい！」と思う商品にご投票すると参加企業からプレゼント
がもらえる「キャンペーン」でも投票数１位を獲得した。成功要
因には、地産地消の魅力や生産者の思いを学生ならではのア
イデアで分かりやすくＰＲできたことが挙げられる。今後の課題
は、今回関わった関係性を継続するための仕組みづくりにある。

学生のコンセプトを詰め込んで作っ
たデザイン画

ぶどうと洋梨の藤沢ハニータルトり
んごと洋梨の鎌倉チーズタルト

湘南の生産者りんご農園を訪問

うまいもん大学販売会当日の様子

概 要
本プロジェクトでは、ルミネ大船店とラ・メゾン
と吉田ゼミは連携し、鎌倉湘南地域の住民
をターゲットに、地産地消をテーマとして地域
の資源を活用した新商品開発を行う。この仕
組みのポイントは、鎌倉湘南の隠れた魅力
を学生目線で掘り起こし、企業のプロの手で
品質保証とブランディングをお手伝いして頂
き、地域住民が地元を誇れるような商品を開
発することで、生産者・地元企業・地域住民
のそれぞれが活性化するＷｉｎ－Ｗｉｎの関係
を作り上げる。

地域課題を掘り起こすためのフィールドワークをキックオ
フとして、課題解決につなげるためのツールとして地元生
産者こだわりの食材を使った商品開発を行った。企画・販
売戦略の立案（ビジネスプラン作成）から実際の営業・販
売までのプロセスに地域・連携企業・学生を主体的に関
わらせる仕組みの中で、本プロジェクトを進めた。ルミネ
大船で開催した「うまいもん大学」へ出品するとともに、地
元の生産者と製造・販売会社をつなぐことで持続発展的
な６次産業化の仕組みづくりを行った。
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